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　１９６０年以降の「マンションブーム」以降、日本に
は大量の分譲マンションが建てられ、現材のストッ
ク数は約６９４万戸にも上るという。当然、高経年の
マンションも増加しており、その維持保全が図られ
ているが、その場合、維持だけでなく、時代の変化
に対応した機能向上も求められてくる。またそうし
た改修には多額の費用が掛かることになるが、近年
は省エネを中心とした改修工事への公的な助成制度
も多く、それらの助成を活用することも、マンショ
ンの価値向上には欠かせない要素になる。
　ここでは、公団が分譲した築２８年のマンションの
第２回大規模修繕における、国交省「長期優良化リ
フォーム推進事業」助成制度を活用した断熱改修に
ついて、詳細をレポートする。　　　　　　  編集部
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